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生成にたいする有機酸の影響
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Ⅰ 描 口 る時はリン酸が必壁であると報告 しており,また 

JuL0∫t 7/Lspe 'Eら51は,A 曙F sj Sによるアミ-微生物によるアミラーゼの生成は,有横あるいは (JMu HE

, %添加した無機化合物の桃類や濃度の相過によって変化のある ラーゼの生成について,マILトースを 5
EJR

-場合が良 (,また登米源として NHN0,と NH

が良好な結果をえられると報告している.しかしア

-C1ことが認められているが, LEEら-1は.A Ibt～.ll/bJtseg

'tOe.Zγlo Rh tL-J〝JuECノ'Et.Lzop lSなどを用いてア ミラー

O)S,

7

(結果,でんぷん,MH一 

ゼインを雌々の浪度で添加しj=場合,4%でんぷん

ミラーゼの生成にたいする有鼓酸の影轡について,ゼ'の生成を調べr= .,カ

Lthl
pe
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まだ不明な点があり,本報は As 曙i "痩e 

Ti mI 4によるアミラーゼの生成にたい

vanr

と6%カゼイン添加においてアミラーゼの生成が脳

Ĵ;(Yも良好であると報告している.F

'tいて Mn2

ITYら2 lI する有燐酸の影背について検討し,二,三の知見を)はBL

えたので報告する.0LLI/iLL S♪ V_ lymm の培頚に1 一C 2u◆b･よび 

を添加した場合にアミラーItの生成が増JJf UL,また

ⅠⅠ 実 験 方 法8.

EY
応適 pHは 65-6 であると報告している.さらに 

AROVNKOら別は,細々の炭水化物の添加 とア ミ 供試菌株 アミラーゼ生成の実験において,供試

ラーゼの生成についてA申C7ig/IllsaIt,)〟"I()r7'を使用 菌とLて A ispergZLtLt tnger. OLVanTiLhe e, m IF 1414

して検討した結果,フラクトース,マルトース,グ を使用した.

ルコースなどが良好であることを認めた.福本らÌ 培地組成 ･添加化合物 基本培地の組成 は, 

gO.SI0g.O20g.S2
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は.アミラーゼの生成にたいして糖郡を庚架源とす
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第1号 日9 

衝液で pH 5 にし,0 %アミロース液を加えて反2.0.

.

6

なった71すなわち酵紫液 1 Lを用い 酢酸経5M0m , .

)382n

Mg 1,00g.121 C Cg a.00. .O02 FSg e.,-0S

1g00.

近畿大学殿学部紀要

酵母エキス 

を超溜水 llにとかし, H50に調鼓した.

アミラーゼの生成にたいする各種の有横的添加の効 応させ,反応液にヨウ紫液を加えたのち 700}叫 で

p

%0果については,基本培地に酢酸,乳酸,ピルビン酸, 吸光度を測定しf=.辞紫単位は盲験の吸光度の 1

チ-a, 

体をあつめ 10

させたのち,増発液 200mIあた-,)の乾物並流として

0Co
1
1 にて恒丑になるまで乾燥

して 3 で振 とう培凍した.経時的に培凍液の一定

丑を採取し,ろ過 したのち遠心分殿 して菌体を除去 打出しT=. 

した.その上澄液を幕溜水で 24時間透析 してアミ

ラーゼの測定に用いた,すなわち液化型アミラーゼ ‖ 結果および考察 

5Co

14Fhegeakel
lu
'/
TLeg
Aゆ sn yvnTi m lO4 4のアミ

液化型アミラーゼ活性の測定 酵素活性の測定は ラーゼ生成にたいする各種の有磯酸の影博について

前報6)と同 じ方法であ り,ヨー ド反応によって行 検討した結果,つぎのようであった. 
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を消失させる酵紫丑を 1単位とした.

生育JL 増殖 した菌体の収丑は,6日間振 とう培

焚したのち培兼液をろ過し,さらに遠心分離 して菌

2

2

クエン艶 シス-アコニット酸,イソクエン酸 

の測定には上澄液を酵紫液として使用した.
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柿酸を添加した場合には,7'ミラーゼの生成(こた に認められた.

いして 5×1 Mにおいてそ3-2-0M,102M. 5×10

よる-/ミラーゼの生成 にたいする右横酸の影滞 

ヒルビン酸を添加 した場合には,アミラーゼの生

IJL､て多いことが認められた.

クエン酸を添加 した場合にも,ピルビン酸と同様,

と効果が認め 

0 1 2 4

生成が認められ,その後,日数の経過と共に生成が

いする効果が酢酸より劣ってJ3り.

れる.歯の生育 も各濃度において良 くなかった.ま

れぞれ 3 4u t 0u s/ll

と生成杭が多いが,低渦度では少ないことが認めら I)礼,酢酸より良い結果となっている.生成の時期

れた.また培虎桝期の 2日目から少しアミラーゼの も2日目から認められ,3臥 4日と顕著に増加し

itn4.
l3.
in6.

l~02ている.まtJ蘭の生育鬼 も 5×l -5×1O- Mに 

/lts

5,

75 iun.-0

アミラーゼの生成に顕著な効果を示し ×1

2M,5×1 3Mでそれぞれ 4 n~ 35. 
Z~

l4,

0 M, 

/mg05

/mltsin

Ltn200 の生育丑がえられた.

たアミラーゼ生成の時脚も 3日臥 4日目から徐々 シス-アコニット酸を添加 した場合には. 10~2M 

成 にたいして 10~M で 4 8u5.Z

/
ituns
66. mIと良 く､またアミラーゼ生

10

itun s

3~

ml,3

成の時期 も乳酸より早 く,2日目から認められた.

Mで 1

/

6T)3651̀

im

32106

nt e( )day

0菌の生育 t)良好であ ()低濃度の 1

iobtncua)

Z/lJ/

/lng

M,5×1 M,5× 

,108

2~

/

0

1Tr00/2g

200 ,15ll 2001Iと良好であった.

乳酸を添加 した場合には,アミラ-ゼの生成にた

n/Tg
7
/
′17

1

JTT/と少な

0, 2~5×101M2

頗著である.歯の生育 も 1

1 3Mにおいて.それぞれ 10~ TT6,

12

9

0

Mにおいて,2 Ou mI.2 Ou

く,アミラーゼの生成にあまり効果がないと考えら
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～ 
~2Mにおいてのみ長

第 1号 

-

5×1 Mの濃度においてアミラーゼの生成が少 Mにおいても 8 mg200 の菌体丑がえられた.

し認められ,また菌の生育 も 1 アミラーゼ生成は 2日目から認められ,α ケトグル

かった.生成の時期も 3日目から認められシス-ア タル酸は良 く同化,利用されると考えられる.また

イソクエン酸を添加 した場合には,シス-アコ も良好であった.

0~ 0~2

2

6

0

/

M,1 ,5×1コハク酸を添加 した場合にはニット酸よりはアミラーゼの生成も菌の生育 も長い 2

lm

アミラーゼの生成は,実験に用いた有機蕨の中で巌コニット酸はあまり効果がないと考えられる.

130

〟 , 5×1 肘においてアミラーゼの生成が多 く 

阜適濃度も 10~2M～ 0~5×1 3Mの範囲にある.菌の

30~が,クエン鞍よりは少ない.しかし,1 2M. 5×0~ ,

1 2Mにおいてそれぞれ 30r /ts12 iun./3,/mts43 iun.

ー】02生育 も 1 〟～ 5×1 〟 において良いが,アミ0~
ラーゼの生成はフマール酸と比較すると少ないこと

が認められた,

〝77となっており,かなり効果が認められた. 

-q ケトグルタル酸を添加した場合には, 5×1012 

M,1 M,5×1 3Mにおいて,それぞれ 495.~0h20

ml4,/ts70 iun.4, ts32 iun.itun sml mlとアミラー

ゼの生成が長 く,また 5×10~ Mが通2M～ 5×1 30~
// フマール酸を添加した場合には,コハク酸とアミ

×02r
~10

ラーゼの生成が類似 しているが 5×1 M～5 
3Mでコ-ク酸より生成丑が多く.すなわち 10~23した添度である.菌の生育 も良好で,低濃度の 10~
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Mで 48O nt/ であり,また菌の生育も 1 2M.uisml 0~

～5×10~ZMにおいて良好であった,

リンゴ酸を添加した場合には,アミラーゼの生成

にたいして 5×10-2M～ 10-2Mが位適浪度であり, 

10~ 36 nt/n2Mで 4,uislIと生成敬が多 くなってい

る.蘭の生育も5×10~2M～ 10~2Mにおいて良好で

あり,それより低浪度ではアミラーゼの生成も菌の

噌栄も少ない.

オキザロ酢鼓を添加 した場合には, 5×10~2M
～10~2Mにおいてアミラーゼの生成牡はリンゴ酸よ

りも多く,10~2Mで 4.uism/6O nt/ でありアミラー

ゼの生成に有効な有機酸であると考えられる.歯の

生育 b5×10-2M～10ーZMで良い結果 となってお

り,10-2Mでは 230Jllg/20Omlの生育虫が認められ

た.またアミラーゼの生成の時期もZEI目から認め

られ,生成丑の多い α-ケトグルタル酸やフマール酸

と類似の傾向がえられ-lJ.

アミラーゼの生成にたいして,有機酸の機類や濃

度において,かなりの相連が認められたのは,As･ 

PegLlu irvnTigemlF 1Ti sm c a eh O444による有機

酸の同化,利用と密接な関係のあることを示してい

ると思われる.すなわち,酢酸においては酸化的に

分解されて代謝されエネ/レギー軒となるが,またク

エン酸や α･ケトグ), L酸その他7マール酸やオiタJ'

キザロ酢酸などに代議されていく.ど/レビン酸にお

いては,解糖作用や酢酸,乳酸の代謝に並重な役割

をもっており,またアミノ基転移反応によって容易

にアラニンが生成される.クエン酸は有燐酸代謝に

おいてHi要な位置をしめており,いくつかの有機酸

を経て α ケトグルタル酸に変化するが,さらにグル

タミン酸の生成に関係している有機酸である.また

フマ ール酸はアスパラギン酸アンモニアリアーゼの

作用でアスパラギン酸を生成するが,その他 TCA
回路などにより α-ケト酸 となってアミノ酸生成の

紫材となる.このように有機酸の代謝とアミ/酸の

生成は極めて密接な関係にあり,有機酸がアミラ-

ゼの生成に効果があったものと推論した. 
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Asp曙ihS〝'e a eh e F 1
e LL FgrvnTig mlO444による

鞍化型アミラーゼの生成にたいする各種の有横酸の

効果について検索した.

その結果,q ケトグJL,タル酸,ピルビン酸,クエ

ン軌 オキザロ酢酸では 5×10-2M～ 5×10~3Mの
濃度範囲において,アミラーゼの生成に/=いして有

効であることが.%められた.

酢艶 コハ ク酸, リンゴ酸にh-いては10~ZM

～ 5×10~ZMにおいて,かなり効果が監められたが,

イソクエン酸,シス-アコニット酸,乳酸において

は効果が少ないことが認められた.

アミラーゼの生成にたいする効果は,有機酸の依

頼によって.ことなった挙動をすることが認められ,

それは生体内における有横酸の同化,利用と密接な

関係をもっているためと推論した.
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